
な
お
、
木
簡
の
釈
読
に
あ
た

っ
て
は
、
原
秀
三
郎

・
湯
之
上
隆
両
氏
の
ご
教

示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

静
岡
県
教
育
委
員
会

『駿
府
城
三
の
九
跡
・駿
府
城
内
遺
跡
』
全

九
九
四
年
）

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（佐
藤
正
知
）

日

Ｈ

Ｈ

＝

Ｈ

Ｈ

日

口

日

Ｈ

Ｕ

一

―
¨

(2)   

―

2   16  5 4  3

静岡
・麗
府ぶ端
鵬

所
在
地
　
　
　
一　
静
岡
市
駿
府
町
、
二

・
三
　
静
岡
市
駿
府
公
園

調
査
期
間
　
　
一
　

一
九
八
七
年

（昭
６２
）

一
一
月
―

一
九
人
八
年

一
〇

月
、
二
　
一
九
九
〇
年

（平
２
）
五
月
―

一
九
九

一
年
五

月
、
三
　
一
九
九
二
年
七
月
―

一
九
九
三
年
二
月

発
掘
機
関

調
査
担
当
者

遺
跡
の
種
類

遺
跡
の
年
代

静
岡
市
教
育
委
員
会

一　
伊
藤
寿
夫

・
岡
村
　
渉
、
二
　
山
本
宏
司

・
八
木
広

尚

。
稲
　
智
穂
、
三
　
山
本
宏
司

・
岩
田
智
穂

城
館
跡

中
世
１
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構

の
概
要
駿
府
城
跡
は
、
安
倍
川
に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
た
扇
状
地

（静

岡
平
野
）
の
中
央
を
南
に
廷
び

る
微
高
地
上
に
所
在
す
る
。
標

高
約
二
二
ｍ
の
こ
の
微
高
地
は

比
較
的
安
定
し
た
場
所
で
あ
り
、

弥
生
時
代
中
期
か
ら
近
世
ま
で

(静 岡)



1995年出上の木簡

の
遺
構

・
遺
物
が
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
。
駿
府
城
跡
の
調
査
は
、　
一
九
九
二
年
度

ま
で
に
二
〇
カ
所
ほ
ど
行
な
わ
れ
て
い
る
。

一　
駿
府
城
跡
三
ノ
丸

（第
六
次
調
査
）

こ
の
調
査
は
市
立
中
学
校
建
設
に
伴
う
発
掘
調
査
で
あ
り
、
古
墳
時
代
後
期
、

奈
良
時
代
―
平
安
時
代
前
期
、
平
安
時
代
後
半
、
中
世
後
半
そ
し
て
近
世
の
生

活
面
を
検
出
し
て
い
る
。
木
簡
は
、
長
さ

一
〇

・
五
ｍ
幅
六

・
Ｏ
ｍ
深
さ
二

・

二
ｍ
の
長
方
形
を
呈
す
る
大
井
戸
状
遺
構
か
ら
出
土
し
た
。
こ
の
遺
構
は
底
か

ら
湧
水
が
あ
り
、
そ
の
水
面
ま
で
降
り
る
た
め
の
階
段
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

覆
土
中
か
ら
は
、
他
に
箸

・
漆
塗
椀

・
曲
物

・
陶
磁
器

・
羽
子
板
や
キ
セ
ル

・

銅
銭
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
調
査
地
区
は
永
井
右
近
屋
敷
跡
と
考
え
ら
れ
、

遺
構
は
湧
水
を
利
用
す
る
た
め
の
施
設
と
推
測
で
き
る
。

一
一　
駿
府
城
跡
本
九

・
ニ
ノ
丸

（
一
九
九
〇
年
度
調
査
）

こ
の
調
査
は
、
現
在
、
都
市
公
園
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
駿
府
城
跡
の
二

ノ
九
以
内
を
、
徳
川
家
康
構
築
に
よ
る
駿
府
城
モ
チ
ー
フ
の
公
園
に
再
整
備
す

る
事
業
に
伴
い
実
施
さ
れ
た
。　
一
九
人
八
年
度
に
復
原
さ
れ
た
巽
櫓
の
本
丸
側

に
位
置
す
る
。
本
九
堀
南
東
角
と
ニ
ノ
丸
米
蔵
跡
の
位
置
確
認
及
び
検
出
を
目

的
に
調
査
し
た
結
果
、
絵
図
ど
お
り
に
本
九
堀
と
米
蔵
跡
が
確
認
さ
れ
た
。
堀

の
石
垣
は
高
さ
三
―
五
皿
残
っ
て
お
り
、
本
簡
は
そ
の
底
部
か
ら
出
上
し
た
。

他
に
、
陶
磁
器

・
瓦

・
鉄
製
品

・
建
築
材
な
ど
も
出
土
し
て
い
る
。

〓
一　
駿
府
城
跡
本
丸

・
ニ
ノ
丸

（
一
九
九
二
年
度
調
査
）

一
九
九
〇
年
度
調
査
に
引
き
続
き
そ
の
北
側
に
あ
た
る
、
本
九
堀
、
米
蔵
跡
、

本
丸
堀
と
ニ
ノ
九
堀
を
つ
な
ぐ
石
積
み
の
水
路
を
発
掘
調
査
し
た
。
木
簡
が
出

土
し
た
水
路
は
、
本
九
堀
の
水
位
を

一
定
に
保
つ
よ
う
な
構
造
に
な
っ
て
お
り
、

本
九
堀
接
続
部
分
か
ら
約
五
〇
ｍ
に
わ
た
り
肩
垣
と
同
程
度
の
石
が
敷
か
れ
て

い
た
。
こ
の
よ
う
な
石
敷
き
水
路
は
全
国
的
に
も
検
出
例
が
な
く
、
非
常
に
珍

し
い
。
水
路
か
ら
は
こ
の
他
に
も
陶
磁
器

・
瓦

・
漆
塗
椀

・
箸

。
下
駄

。
ま
た

焼
け
た
刀

。
小
柄
と
と
も
に
鉛
塊

（重
さ
一
〇
聴
前
後
）
が
入
個
と
そ
れ
を
切
断

し
た
も
の
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　
駿
府
城
跡
三
ノ
九

①

　

「
　
　
　
　
一
一月
二
十
日

一匹
一一年
二

和

　

　

　

国

　

　

　

」

（
刻

書

）
　

　

　

　

卜
ｏ
寮

ミ
斐

ｓ

ａ

伽

出
土
状
況
や
乱
れ
た
刃
の
跡
が
残
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
赴
状
木
製
品
と

し
て
い
る
が
、
正
確
な
用
途
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
前
年
、
元
和
三

年

（
三
全

六
）
四
月

一
七
日
に
家
康
は
没
し
て
い
る
が
、
二
月
二
〇
日
は
家

康
が
庇
護
援
助
し
た
浅
間
神
社
の
廿
日
会
祭
の
日
で
も
あ
る
。



一
一　
駿
府
城
跡
本
丸

。
ニ
ノ
九

②
　
。
「も
ち
こ
め
　
ち
ん
ひ
や
う

へ
」

。
「
三
斗
六
升
入
　
甚
兵
へ
　
　
」
　
　
　

　
　

ＰＰ撰
Ｐ受
∞
昌

と
も
に
出
上
し
た
陶
磁
器
類
よ
り

一
七
世
紀
初
め
頃
の
物
と
推
定
で
き
る
。

当
時
の
駿
府
に
お
け
る
俵
入
は
三
斗
六
升
で
あ
っ
た
。
も
ち
米

一
俵
の
荷
に
付

け
ら
れ
た
付
札
と
考
え
ら
れ
る
。

〓
一　
駿
府
城
本
九

・
三
ノ
九

①
　
。
「
＜
下
ノ
御
□
□

。
「
＜

〔
卜
ヵ
〕

弐
拾
□
」

れ赤オ　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｐ∞∞〉〈卜⇔×
ω　　Ｏ∞］

究
』

一
〇
　
一
九
九
〇
年
）

静
岡
市
教
育
委
員
会

『静
岡
市
の
埋
蔵
文
化
財
―
発
掘
調
査
の
概
要
―
』

（
一
九
九
二
年
）

同

『
ふ
ち
ゅ
１
る
―
静
岡
市
文
化
財
年
報
―
』
二

（
一
九
九
四
年
）

（岩
田
智
穂
）

こ
れ
も
、
と
も
に
出
土
し
た
陶
磁
器
及
び
字
体
よ
り
近
世
初
頭
の
物
と
考
え

ら
れ
る
。
家
康
在
城
当
時
は
堺
と
駿
府
と
の
交
易
も
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
お
り
、

堺
か
ら
は
白
糸

・
香
料
や
薬
種
な
ど
が
駿
府
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
、

こ
の
木
簡
も
そ
れ
ら
の
荷
に
付
け
ら
れ
た
付
札
と
考
え
ら
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

静
岡
市
教
育
委
員
会

『静
岡
市
の
埋
蔵
文
化
財
―
発
掘
調
査
の
概
要
―
』

（
一
九
八
九
年
）

伊
藤
寿
夫

・
岡
村
渉

「駿
府
城
跡
三
ノ
九
Ｓ
Ｘ
〇

一
出
上
の
輸
入
磁
器
に
つ

い
て
―

『元
和
三
年
二
月
二
十
日
』
刻
銘
木
製
品
に
伴
う
―
」
３
貿
易
陶
磁
研

0            5 cm
と    ,




